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1 動機（経緯） 

次世代を含む農業者の円滑な営農活動を支援するため、事業間の情報共有を強化し、 

融資業務に対応できるＴＡＣ（営農経済渉外）を育成するとともに支店との連携を深 

める必要があること、および担い手の農業所得向上を図るため資金面でのサポートを 

行う必要があるためです。 

2 概要 

農業資金にかかる取り組みについては、以下の通りです。 

1 ＪＡ農機ハウスローンＷ応援キャンペーン・ＪＡ独自資金であるＪＡ農業資金（担 

い手応援）をＰＲし、利用度の向上を図っています。 

(1)設備資金：金利年 0.50％、無担保、融資額 15百万円まで等。 

(2)運転資金：金利年 0.475％、無担保、融資額 売上高の 80％まで等。 

2 ＴＡＣ担当者 7名が 157先の重点推進先を設定して原則毎月 1度以上の訪問を義務 

付けることにより、農業融資のＰＲによる資金需要の発掘に取組んでいます。 

3 全農発行のグリーンレポートを全戸配布して営農情報の提供を行いました。 

4 ＴＡＣミーティング・ＴＡＣ会議に担い手リーダー（融資課長）が毎月参加し、情 

報の共有化を図っています。 

5 ＴＡＣリーダー・融資課職員による支店会議に活動報告を行い情報共有に努めまし 

た。 

6 訪問実績について検証を行い、次回の活動につなげるべく協議・実践しています。 

3 成果（効果） 

2018年度農業資金実行実績は以下の通りです。 

1 実行件数：47 件  

2 実行金額：207百万円 

組合員の営農経営について内容を理解することができるようになり、組合員の抱える

問題点、ＪＡへの要望等について聞き取りができるようになりました。 

また、認定農業者制度の理解を深めメリットを組合員に伝え、相談できる提案が行え 

るようになりました。 
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4 今後の予定 

ＪＡ独自助成金の創設など更なる農業者支援を検討するとともに、生産緑地法の改正 

に伴う担い手支援を実施していきます。 

また、農業資金利用者だけではなく、営農・経営相談まで幅広く相談活動ができるＴ 

ＡＣの育成を行っていきます。 

 


